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 新年明けましておめでとうござい

ます。本年も土木研究所ＣＡＥＳＡ

Ｒをよろしくお願い申し上げます。

昨年は私達土木技術者にとって深い

悲しみを与え、力不足を恥、自然災

害へ向き合う態度を再考させた東日

本大災害が発生し、多くの尊い命が

失われました。亡くなられた皆様に、

謹んで哀悼の意を表しますととも

に、被災された皆様に、心よりお見

舞い申し上げます。また、昨年は、

CAESAR 技術交流会の発足をはじめ、

関係の皆様には大変お世話になり、

誠にありがとうございました。 

 さて、土木研究所は、今年の９月

に内務省土木試験所が大正１１年

(1922 年)に創立されて以来、90 周年

を迎えます。その間、我が国の近代

国家の形成や、度重なる災害に対応

して歩んで参りました。代表的なも

のを上げますと、大正 12 年に発生

した関東大震災の災害調査や耐震

工学研究、昭和 5 年に実施した関

門トンネルの地質調査、昭和 6 年

の亀の瀬地すべり対策、昭和 15 年

に制定した鋼道路橋設計示方書、

昭和 34 年の伊勢湾台風の災害調査と大型河川水理

模型による実験的研究、昭和 39 年の新潟地震にお

ける地盤の液状化災害調査と昭和大橋の再建、昭和

44 年の日米ＵＪＮＲ耐風、耐震構造専門部会発足、

昭和 54 年に筑波研究学園都市へ各支所を移転・統

合、平成 3 年の雲仙普賢岳噴火調査と火砕流研究、
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同年本四架橋建設に伴う大型風洞実験施設による

耐風安定性研究、平成 6 年の窒素・リン除去等の下

水高度処理技術の標準化とその全国的な普及、平成

７年の兵庫県南部地震の災害調査と耐震設計・耐震

補強技術の開発、平成 9 年に開通した東京湾横断道

路におけるシールドトンネル研究、平成 16 年の新

潟県中越地震における幼児救助等です。 

 最近では、東日本大震災や台風 12 号土砂災害へ

の技術支援等を実施して参りました。 

 このような歴史的状況の中で、構造物メンテナン

ス研究センターは、平成 20 年 4 月に我が国の社会

資本ストックの高齢化に伴う機能劣化に対する研

究開発を行うために設立されました。設立以来、実

橋梁を用いた臨床研究や重篤な症状になった橋梁

の診断、補修等の技術支援、道路橋に関する各種デ

ータの収集、蓄積、分析等に関する情報提供をして

参りました。 

 我が国は戦後の荒廃から立ち上がり、高度成長期

を中心に、社会資本整備を積極的に進め、当初は新

しい構造物が全国各地に設置されましたが、それら

の多くが 21 世紀に入り高齢化が著しく進んできて

おります。人間が年をとると病気がちになるのと同

じように、社会資本も各所に劣化が進んできており

ます。放っておくと使えなくなってしまいます。例

えば、全国の道路橋（支間長２ｍ以上）は約 65 万

橋ありますが、それらは大小問わず、国民の方々に

毎日利用され、社会経済生活を支えております。一

度、交通止、劣化のために使えなくなってしまえば、

日常生活に著しい支障を及ぼしてしまいます。この

ような状況は、日常たびたび起こることではなく、

長期間利用された後に起こります。従って、その不

便さを普通感じることはできません。つまり、道路

橋がどれだけ生活に役立っているかという利用価

値をなかなか感じることができないのが現状だと

思います。しかしながら、その不便さや大切さを感

じることができる時があります。それは、大雨、洪

水、地震、土石流等の自然災害によって、道路橋が

崩壊したり、傷ついたりして、利用できなくなる時

です。 

  最近では、東日本大震災による道路橋の崩壊、台

風 12 号による国道 169 号の道路崩壊です。東日本

大震災では、国道 45 号の橋梁が津波により流出し、

三陸沿岸は南北に全く行き来ができなくなりまし

た。そのため、東北自動車道や国道４号から三陸沿

岸へ向けての道路を切り開いて、人命救助、緊急物

資輸送等が行われました。しかしながら、産業面で

はサプライチェーンが分断され、東北の産業に大打

撃を与えました。その中で、東北自動車道や国道４

号がいち早く開通できたのは、阪神淡路大震災によ

る道路橋崩壊を契機とした耐震設計や耐震補強技

術に関する研究成果と、それらを用いた道路事業の

積極的な実施によるものです。まさに、研究成果の

社会的実証といえます。 

 耐震補強が実施された橋梁は、致命的崩壊をまぬ

がれ、交通止めを長期せざるを得ない損傷も受けず

に早期交通開放ができ、一方、耐震補強されていな

い橋梁は、長期間交通止めとなる損傷を受けてしま

いました。もしも、これらの研究開発が行われなか

ったならば、東北地方は長期間機能がマヒし、人命

救助や救援物資輸送等に多大な障害を及ぼしたの

ではないかと思われます。これらは、我が国の自然

災害に対する研究開発が如何に重要なものである

かを示唆するものと思います。 

 さらにこれからは、前述しましたように、高齢化

に伴う劣化損傷が顕在化し、その機能を脅かしてき

ます。それらに対処する研究開発は、残念ながら、

現場ニーズに十分対応できていません。これらを怠

っていると、荒廃するアメリカに代表される突然の

道路崩壊の多発を招いたり、アジア各地で発生して

いる道路橋の崩壊が日本を襲ってくるかもしれま

せん。それらを土木技術者としては何としても防が

なければなりません。国民の命を守り、社会経済を

支えている社会資本の機能は何としても持続させ

ていかねばなりません。 

 土木研究所は、この 90 年間、国家の発展ととも

に歩んで参りました。これからも国家の持続的な発

展と、国民の生命、財産の安全確保に向けて、たゆ

まざる努力を続けて参りますので、今後とも皆様の

ご理解とご協力をお願いいたしまして、年頭の挨拶

とさせていただきます。 


